
日本子ども虐待防止学会(JaSPCAN)  

第３２回学術集会おおさか大会のご紹介！ 

２０２６年１１月１４日（土）～１５日（日）に標題の大会が開催されますので

紹介いたします。また、今大会の公募シンポジウムで当協議会のこどもまん

なか委員会と事業調査委員会が、令和７年度に実施したアンケート調査を

基にタイアップした演題が採択されました！！ 

当日はこどもまんなか委員を中心に発表をしますので、ぜひご参加くだ

さい（大会の詳細・申し込み方法・チラシは次ページから掲載しています）。 

 

〇 こどもまんなか委員会・事業調査委員会タイアップ演題名 
「ファミリーホームにおける意見表明等支援の可能性と課題 〜子どもの声

を支える制度と養育者の葛藤〜」 

 

〇 発表日 
２０２６年１１月１５日 （日） 13:15 〜 14:45 

 

〇 企画趣旨 (こどもまんなか委員会より) 
本シンポジウムでは、ファミリーホーム（FH）における子どもの意見表明

等支援のあり方について、こどもまんなか委員会委員（社会的養護経験当

事者）、養育者、アドボケイト機関の三者の視点から検討する。全国の FH を

対象とした調査では、子どもの意見尊重への意識は高い一方、外部アドボケ

イト制度の導入や運用に対して、地域差や養育者側の戸惑いがみられた。

FH は生活と養育が密接に重なる場であり、子どもの権利保障を進めるう

えで、家庭的な関係性の中に第三者が関わることへの葛藤も生じやすい。 

当制度は子どもの権利保障に資する重要な仕組みである一方、養育者の

みが負担や緊張を抱える形で運用されては、継続的な実践にはつながりに

くい。そこで本企画では、調査報告、現場実践報告、受け手としての養育者

の経験共有を通して、FH という生活空間におけるアドボケイトの役割と協

働の可能性について議論する。子どもの権利保障と養育者支援を対立的に

捉えるのではなく、両立可能な実践としてどのように構築できるのかを継

続的に問い続ける場としたい。 
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